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第５章  

 
パキスタンの「ターリバーン化」  

 

－アフガニスタン安定化への足枷 1) －  

 

柴田 和重  

 

 

要約：  

アフガニスタンの国家再建と統合への努力は、約４年前のボン合意に基づく

政治プロセスがほぼ完了して新たな段階に入っている。今後の重要な課題の

中に、治安の維持と隣接国との関係強化が含まれている。パキスタンとの関

係改善にとって、同国側からの反政府勢力による越境攻撃が、両国関係改善

への足枷になっている。その裏には、ターリバーン政権崩壊後に健在化した

パキスタンの「ターリバーン化」が存在している。さらに、歴史的な国境問

題も控えている。両国関係改善は、一朝一夕に実現しそうな状況にない。 

 

キーワード：  

 パキスタン、アフガニスタン、ターリバーン化、  

 イスラーム過激主義集団、越境攻撃問題  

 

 

１． 新段階に入ったアフガニスタン再建  

 

 アフガニスタンは、2001 年 12 月 5 日のボン合意に従い、ターリバーン後
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の正式政府の樹立への政治プロセスを開始した。2004 年 1 月の制憲大ジルガ

による新憲法の採択、2004 年 10 月の大統領選挙の実施、そして、2005 年 9

月の下院議会（ウラスィー・ジルガ）および州議会（ウィラーヤット・シュ

ーラ）選挙の実施が完了し、主要な政治日程を完了した。また、間接選挙枠

と大統領任命枠から構成される上院議会（メシュラーノ・ジルガ）の議員も、

2005 年 12 月初めまでに確定した。2005 年 12 月 19 日の上下院議員が一堂に

会した国民議会の開催は、アフガニスタンの新たな幕開けを印象付ける式典

となった。  

 この政治プロセスと並行して、アフガニスタンの国土再建・復興に向けた

総合的な計画も策定され、国際社会の支援を受けた再建・復興事業への加速

化が期待されている。この総合的な計画は、2005 年から 2020 年までの 15 年

間を対象とした「アフガニスタンのミレミアム開発ゴール (MDG)（ビジョン

2020 年）」 (GoA [2005a])、そして、同 MDG を踏まえた 2010 年までの 5 年間

を対象とした「アフガニスタン国家開発暫定戦略 (I-ANDS)」 (GoA [2005b])か

ら構成されている。2006 年 1 月 31 日 -2 月 1 日にロンドンで開催された支援

国会議では、アフガニスタンでの政治プロセスの進展を踏まえて、国際社会

は I-ANDS の実現に向けた 105 億ドルの支援を表明した。また、同支援国会

議では、アフガニスタン政府の I-ANDS の目標達成への決意と国際社会によ

る支援継続への約束が謳われた「アフガニスタンの契約」 (GoA [2006])が採

択された。  

 今後５カ年を対象とした I-ANS は、３つの柱（安全保障 [治安 ]、統治・法

の支配・人権および経済・社会開発）を縦糸に、この３本柱を横断する５つ

のテーマ（男女同権、麻薬対策、地域協力、腐敗撲滅および環境）を横糸に

して構成されている (GoA [2005b: 20])。その開発戦略の枠組みは、アフガニ

スタンの抱える問題が幾重にも複雑に絡み合っているのを浮き彫りにしてい

る。例えば、アフガニスタンでの経済開発の一翼を担うのは、近隣諸国を繋

げる「陸の架け橋」としての基盤整備を前提とした交易の促進であるが、そ

れには近隣諸国との友好関係による地域協力の促進と治安の維持が不可欠で
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ある。そして、そのような経済開発が成功しなければ、MDG が最終的な目標

の一つとする貧困の低減は実現できず、麻薬密輸の撲滅、その裏経済を資金

源とする腐敗や違法武装勢力の撲滅が絵空事となる。さらに、それに伴う治

安の悪化が、近隣諸国からの干渉を受けやすい脆弱な政治状況を生み出す結

果になる。いずれの開発戦略要素も蔑ろにできず、全てをバランス良く同時

並行的に進めていかなければならない。  

さて、ハーミド・カルザイ新大統領は、アフガニスタンを安定的な「陸の

架け橋」とする政策の一環として、ターリバーン政権崩壊後の暫定・移行政

権時代から一貫して全方位外交を展開してきている。その近隣諸国に対する

全方位外交は、2002 年 12 月 22 日の近隣６カ国との「善隣友好関係に関する

カーブル宣言」への調印として結実した。とはいえ、このカーブル宣言は、

相互内政不干渉等の国際原則に基づく二国間関係構築への約束を再確認して

いる建前的なものにすぎない。このため、アフガニスタンは、2004 年 12 月

末に正式政権が発足したのを機会に、さらなる周辺国との友好関係強化を目

指して、二国間での具体的な相互内政不干渉と協力に関する条約の締結を模

索している (AFP [2005a])。また、そのような二国間関係を補強する地域的枠

組みへの参加も積極的に進めている。2004 年 6 月 17 日にウズベキスタンで

開催された上海協力機構 (SCO)の首脳会議にオブザーバーとして参加した。

また、南アジア地域協力連合 (SAARC)への加盟も、2005 年 11 月 14 日に実現

している。  

しかし、アフガニスタンは全方位外交を建前としつつも、周辺諸国との対

応には温度差が存在している。特に、パキスタンとの関係は、他の近隣諸国

と比較して友好的なものでない。その主たる原因は、アフガニスタンの東部

から南部にかけてのパシュトゥーン地域で未だに続く反政府勢力のパキスタ

ン側からの越境攻撃である。このアフガニスタン側の地域と「国境」（デュア

ランド・ライン）を挟んだパキスタン側には、同じパシュトゥーンが居住し

ている。アフガニスタンは、同国の治安を脅かす要因の一つである反政府勢

力が、対ソ聖戦時代と同様に、パキスタン側のパシュトゥーン地域を後方支
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援基地にして越境攻撃をしていると考えている。そして、アフガニスタンは、

米国主導「テロ撲滅」への協力を鮮明にしたムシャラッフ政権が、アフガニ

スタン反政府勢力への取締に積極的でないとの不満を募らせている。一部で

は、その反政府勢力をパキスタンが支援しているとさえ指摘している。  

このアフガニスタン側が抱く懸念と不信感の裏には、ターリバーン政権崩

壊後にパキスタン国内で顕在化した現象がある。Rashid[2000: 187]がいみじ

くも指摘していたパキスタンの「ターリバーン化」、すなわち、イスラーム宗

教政党の政治の表舞台での台頭とイスラーム過激主義の蔓延である。  

 

 

２． イスラーム宗教政党の台頭  

 

 (1)2002 年総選挙での大躍進  

 パキスタン最高裁判所は 2000 年 5 月に、1999 年 10 月 12 日にクーデター

で政権を掌握したムッシャラフ軍事政権に対して、3 年以内の民政移管を命

令した。これに基づいて、2002 年 10 月 10 日に、すなわち、米軍主導のアフ

ガニスタン攻撃からほぼ１年後に、下院（国民議会）および州議会を対象と

した総選挙が実施された。この 2002 年に実施された 342 議席の下院議会選挙

での上位３政党の獲得議席は、大統領支持勢力であるパキスタン・ムスリム

連盟カーエデ・アザーム派 (PML-Q)の 122 議席、反大統領勢力であるパキス

タン人民党議会派 (PPP-P)の 81 議席、そして、お互いに立場が異なるイスラ

ーム宗教政党６党から構成される統一行動評議会 (MMA)の 64 議席であった。

激しい連立工作の結果、PPP-P の 18 人が離脱してパキスタン人民党愛国派

(PPP-Pa)を旗揚げし、ムシャッラフ支持に乗り換えたこともあり、PML-Q を

軸とする連立政権が樹立された (広瀬  [2003: 48])。  

この選挙結果で特筆されるのは、2001 年 6 月に結成されたばかりの宗教政

党連合 MMA の大躍進である。  直近の 1997 年に実施された総選挙で下院の

議席を確保した宗教政党は、バローチスターン州で２議席を獲得したイスラ



 －91－ 

ーム・ウラマー協会ファズルール・ラフマーン派 (JUI-F)だけで、その得票率

も 1.61%にすぎなかった (Waseem [1998: 10])。MMA 躍進の原動力は、立場の

異なる宗教政党による選挙協力と 2001 年 9 月 11 日の「同時多発テロ」に伴

う米軍主導のアフガニスタン攻撃を背景とした反米感情の高まりである。特

に、アフガニスタンと「国境」を挟んで分断されているパシュトゥーンが多

く居住する北西辺境州 (NWFP)とバローチスターン州で、MMA は圧倒的な強

みをみせた（図 2-1）。国民議会（下院）一般議席で MMA が獲得した議席の

80%弱は、両州で獲得した議席である。また、NWFP 州議会では、単独過半

数を獲得して州政権を樹立し、バローチスターン州では、PML-Q と連立州政

権を担う結果になった（図 2-2）。  

その MMA が選挙公約に掲げているのは、イスラーム化政策である。NWFP

州の MMA 単独政権の存在を核にして、この選挙公約の実現を通じて影響力

を拡大しようとしている。その NWFP の MMA 単独政権は、2005 年 7 月 14

日にハスバ (Hasba)法を州議会で可決させるのに成功した。この法律は、公共

の場でのイスラーム的倫理価値への遵守を求め、イスラームに反する行為を

監視する監督官をイスラーム宗教学者の中から任命するものである (Dawn 

[2005a])。また、この監督官を補佐する監視機関も設置されることになる。

アフガニスタンのターリバーン政権時代に設置された善行奨励・悪徳追放省、

すなわち、「宗教警察」を彷彿させるものである。ただ、最高裁判所は、連邦

政府が求めた同法案に対する見解に対して、一部条項は違憲であるとの意見

を示し、NWFP 州知事に同法案に署名しないようにとの助言をした。MMA

は対抗措置を講じる可能性があり、同法案の行方が定まるまでには、まだま

だ紆余曲折が見込まれているが、米主導同盟国によるアフガニスタン侵攻直

後の追い風に乗った MMA の 2002 年の総選挙での勢力拡大は、パキスタンに

「ターリバーン化」の波が押し寄せてきたとの印象を深くするものであった。
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図２－１ パキスタン連邦下院議員一般議席選挙結果（2002 年 10 月の選挙） 

 注 1) NWFP は北西辺境州、Pun.はパンジャーブ州、Sindh はスィンド州、Balo.はバローチスターン州を意味する。 
注 2) 一般議席は 272 議席である（本図では 1 議席が再投票のため 271 議席となっている）。 
注 3) NWFP には連邦直轄部族地域(FATA)を、パンジャーブ州(Pun.)には首都圏での議席が含まれている。 
注 4) 広瀬崇子[2003: 48]を参照。 
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図２－２ パキスタン州議会選挙での最終議席（2002 年 10 月の選挙） 
 

注 1) NWFP は北西辺境州、Pun.はパンジャーブ州、Sindh はスィンド州、Balo.はバローチスターン州を意味する。 
注 2) NWFP の総議席は 124 議席、パンジャーブ州は 371 議席、スィンド州は 188 議席、バローチスターン州は 65 議席（未

確定 2 議席は本図に含まれていない）。 
注 3) 外務省[2003: 5]を参照。
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 (2)宗教政党連合 MMA のアキレス腱  

総選挙での大躍進を果たし宗教政党連合 MMA であるが、その結成の背後

と将来には不透明な点が存在している。まず、MMA の結成に関しては、ム

シャラッフ大統領側が裏で後押ししていたとの指摘がある（広瀬  [2003: 49], 

中野 [2004: 12]）。それを裏付けるように、2003 年 12 月 24 日に、政府側と

MMA と間で、憲法改正のための 2002 年法的枠組み令 (LFO)の取り扱いに関

して合意が成立した。MMA は、PPP-P 等の野党勢力と一緒に同 LFO による

憲法改正に強く反対していたが、ムシャッラフ大統領の 2004 年 12 月末まで

の陸軍参謀長辞任と連邦議会両院および州議会による同大統領信任投票の実

施等と引き換えに、この憲法改正に賛成する取引をした。中野 [2004: 13]も指

摘しているように、LFO の内容面での本質的な変更がない点を踏まえれば、

この合意はムシャッラフ大統領側の全面勝利に近いものである。2003 年 12

月末での連邦議会下院と上院での憲法改正案の承認、そして、2004 年 1 月 1

日のムシャッラフ大統領信任により、ムシャッラフ政権は MMA を取り込ん

で正統性を獲得するのに成功した。そして、ムシャッラフ大統領の陸軍参謀

長辞任の約束は反故にされ、連立与党側の単独採決で、陸軍参謀長兼任の容

認が採決された。MMA のムシャッラフ政権への妥協の背景には、強大な権

限を有する連邦政府との対峙を避けて、次期総選挙を有利に展開したいとの

思惑があったと指摘されている (中野  [2004: 15])。  

 次ぎに、表面化しつつある問題は、MMA の将来にわたる団結維持への不

安である。すなわち、異なる宗教政党の連合体である限界が既に表面化して

きている。NWFP 州政府では、MMA 内二大勢力イスラーム協会 (JIP)と JUI-F

による大多数の閣僚支配に対して、一部が不満を示している。また、連邦レ

ベルでも、国家安全保障会議 (NSC)への参加問題を巡って JIP と JUI-F との間

で軋轢が生じている。大統領を議長とする 13 人から構成される NSC には、

各州の首席大臣や連邦議会下院野党指導者も含まれている。そして、その両

者とも JUI-F に所属している。JUI-F は NSC への出席容認に傾く一方で、JIP

はあくまでも NSC への出席拒否を継続すべきとしている。2005 年 10 月 8 日
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にパキスタン側の自由ジャンム・カシュミール (AJK)を震源として発生した大

地震は、９万人近くが死亡する大惨事となった。MMA が政権を握る NWFP

でも大きな被害が発生した。この大震災直後の NSC には、 JUI-F に所属する

NWFP 首席大臣が初めて出席している。さらに、2005 年 7 月から 10 月にか

けて段階的に実施された地方選挙では、MMA は地盤である NWFP でも多く

の地区で敗北している。その原因の一つは、JIP と JIU-F の確執による選挙協

力が実現しなかったためである。  

 パキスタンでの次期総選挙は、2007 年 10 月に予定されている。MMA、中

でも二大勢力 JUI-F と JIP とが団結を維持し、次期総選挙でどの程度の議席

を確保できるのか注目される。 JUI-F は、アフガニスタンのターリバーン政

権の主要支持母体であり、 JIP は対ソ聖戦時代にイスラーム党ヘクマティヤ

ール派 (HIH)を支援していた。アフガニスタンのパシュトゥーン地域で未だに

反政府活動を続けているのは、そのターリバーンと HIH の一部を主体とする

勢力である。その意味で、次期総選挙での MMA の動向は、国土復興への新

段階に入ったばかりのアフガニスタンにとっても気になるものである。  

 

 

３． イスラーム主義過激派の巣窟へ  

 

 (1)パキスタンのイスラーム過激主義集団の系譜  

 パキスタンのイスラーム過激主義集団の多くは、宗派抗争を国内で展開す

る集団とカシュミールのインド占領に反対する武装闘争集団とに大きく分類

できる（表 3-1）。なお、総人口の多くても 20%しか占めないシーア派への攻

撃で先頭に立っているスンニー派の集団は、イスラーム・ウラマー協会 (JUI)

と密接な関係のあるデーオバンド系の武装組織である。そのシーア派攻撃の

根拠となっているのは、デーオバンド系の著名な全ウラマーが是認したとさ

れる教令、すなわち、シーア派の 12 イマーム派を非ムスリムとした 1940 年

の教令である (Ahmad [1998: 109-110])。そして、ここで問題となるのは、スン
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ニー派に属する集団が、パキスタン軍およびその統合情報部 (ISI)と深い関係

を持ってきていた点である。言い換えれば、これらスンニー派イスラーム過

激組織は、パキスタン軍とは協力関係にあり、国内政策や地域政策の「道具」

として機能してきていた (Zahab, [2004: 78])。  

パキスタンでの宗派抗争の根元は、1977 年 7 月の無血クーデターで政権を

掌握したズィヤーウル・ハック陸軍参謀長のイスラーム化政策である。この

スンニー派ハナフィ学派の教義に基づく政策に、パキスタンで少数派のシー

ア派は反発を強めた。折しも、1979 年 2 月に隣国イランでシーア派イスラー

ム革命が発生したこともあり、パキスタンのシーア派は政治色を強めていた。

ハック軍事政権は、シーア派のイラン革命を利用した影響力拡大を懸念した。

その対抗措置として、シーア派に強い敵対心を抱くスンニー派のデーオバン

ド系組織を利用した。それが、1985 年 9 月に設立されたパキスタン預言者教

友軍 (SSP)である。その 1980 年代後半から、両宗派による流血事件が頻発す

るようになった。この SSP に対抗するために、パキスタン・シーア派運動 (TJP)

からは、1993 年にパキスタン・ムハンマド軍 (SMP)が分派した。また、SSP

からは、さらに過激なジャングヴィー軍 (LJ)が分派し、宗派抗争は泥沼の一

途を辿っていった。1989 年から 2001 年にかけて全土での宗派抗争発生件数

は 1700 件で、死亡者数は 1400 人以上とされている (中野 [2003a: 18-20])。  

 1989 年 2 月のアフガニスタンからのソ連軍完全撤退が実現した頃から、カ

シュミールではインドの占領に対する武装闘争が本格化した。パキスタンの

ISI は、カシュミールの武装闘争を支援し、アフガニスタンを後方基地に利

用しようとした。アフガニスタンでの対ソ聖戦時代を通じて、 ISI はイスラ

ーム党ヘクマティヤール派 (HIH)を支援し、親パキスタン政権の出現を画策し

ていた。この HIH は、同じ非ウラマー系のパキスタン・イスラーム協会 (JIP)

と関係が深く、その JIP はカシュミールのムジャーヒディーン党 (HM)とつな

がっている。このカシュミールのパキスタンへの併合を目指している HM が、

アフガニスタンの HIH 支配地にある軍事訓練キャンプを利用するようになっ

た。1996 年 9 月にターリバーンが、アフガニスタンの首都カーブル占領に成
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功すると、この ISI を介した HIH-JIP-HM の構図が崩れた。ターリバーンの

発端はデーオバンド系宗教者の世直し運動であり、その関係からパキスタン

の JUI と深い関係にあった。 ISI も、親パキスタン政権への「夢」を HIH に

代わってターリバーンに託すようになった。カシュミールでは、デーオバン

ド系のムジャーヒディーン運動 (HUM)（当時のアンサール運動 [HUA]）が活

動していた。このような中で、ISI が介在したターリバーン -JUI-HUM の構図

が出来上がった (Rashid [1998, 76])。  

 ターリバーンがカーブルを占領する直前の 1996 年 5 月に、ウサマ・ビンラ

ーディンがスーダンからアフガニスタンに戻ってきた。ターリバーンはビン

ラーディンを保護し、ビンラーディンはターリバーンに資金を提供した。ま

た、ビンラーディンは、アフガニスタン内で軍事訓練キャンプを運営し、対

ソ聖戦時代からの第一世代のアラブを中心とする外国義勇兵を再編する共に、

新たに国際的な聖戦に参加する第二世代の義勇兵を世界から集めて軍事訓練

を施した。こうして、1998 年 2 月には、ビンラーディンのアルカーイダを中

心とするイスラーム過激主義の国際連帯組織「ユダヤ人と十字軍に対する聖

戦のための世界イスラーム戦線」（世界イスラーム戦線）が結成された (藤原  

[2001, 127])。この結成に参加した団体の中には、パキスタンの JUI と HUM

が加わっていた。さらに、デーオバンド系の過激武装組織 SSP や LJ といっ

た団体も、アフガニスタンに拠点を設けて、ビンラーディンのアルカーイダ

との連係を強めていった。1998 年 8 月のターリバーンによるマザーリシャリ

ーフ占領の際、ターリバーンの部隊の中には SSP も加わっていた。マザーリ

シャリーフのイラン領事館でのイラン外交官殺害に、その SSP が加わってい

た (Rashid [2000: 74])。  

 このデーオバンド系の過激派集団とは別に、サウジアラビアのワッハーブ

派に類似するアハレ・ハーディス系に近い組織で、カシュミールを中心に武

装闘争をしているのが善行軍 (LT)である。この LT は、ラホール近くに本部を

置く布教・教示センター (MDI)の軍事部門として 1990 年に設立された。MDI

は中東や欧州のムスリム社会から多額の資金支援をうけ、その中にはビンラ
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ーディンも含まれていたとされている (Zahab, [2004: 60])。LT も、アフガニス

タンのパクティアー州やヌーリスターン州で訓練をうけ、ヌーリスターン出

身者は LT に所属してカシュミールの戦闘に参加していた。LT は、カシュミ

ールでの自爆攻撃を含む「劇的」な襲撃事件を通じて影響力を拡大していっ

た。そのような中で、2000 年 2 月に新たな過激組織が HUM から分派して設

立された。マスード・アズハルを指導者とするムハンマド軍 (JM)である。LT

と JM とが、カシュミールでの過激な武装闘争を競い合う中で、2001 年 9 月

11 日の「同時多発テロ」が発生したのであった。  
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表３－１ パキスタンのイスラーム過激主義集団の系譜（その１） 
 

関係宗教政治組織 過激派組織名            過  激  派  の  概  要 

ﾑｼﾞｬｰﾋﾃﾞｨｰﾝ党(HM) ･ｶｼｭﾐｰﾙ出身ｾｲｲﾄﾞ･ｻﾗﾌｯﾃﾞｨｰﾝが指導者で、ｶｼｭﾐｰﾙでの解放ｹﾞﾘﾗ活動 
･JIPの支援を受けたｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝのｲｽﾗｰﾑ党ﾍｸﾏﾃｨﾔｰﾙ派の庇護下で1996年まで訓練ｷｬﾝﾌﾟ運営 
･ｶｼｭﾐｰﾙのﾊﾟｷｽﾀﾝ併合を目指していたが、2000/07に一方的停戦を宣言し内部分裂 
･ｲﾝﾄﾞ側との対話に参加した幹部指揮官ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ﾏｼﾞﾄﾞ･ﾀﾞｰﾙは、2003/03に暗殺 

ﾊﾟｷｽﾀﾝ･ｲｽﾗｰﾑ協会

(JIP) 
[非ｳﾗﾏｰ系宗教政党] 

ﾑﾊﾝﾏﾄﾞのｼｬﾘｰｱ履行運

動(TNSM) 
･JIPから1989年に離反したｽﾌｨｰ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞによりNWFPの州都ﾍﾟｼｬﾜｰﾙの北方ﾏﾗｶﾝﾄﾞやﾃﾞｨｰﾙを地盤に設立 
･ﾊﾟｼｭﾄｩｰﾝの同地域へのｼｬﾘｰｱの履行を要求 
･2001/10の米軍主導ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ侵攻の際、7000人からの支持者をﾀｰﾘﾊﾞｰﾝ支援のために送り込む 
･2002/01に非合法化 

ﾑｼﾞｬｰﾋﾃﾞｨｰﾝ運動

(HUM) 
[ｱﾝｻｰﾙ運動から改名] 

･1980/02からｱﾝｻｰﾙ協会を名乗りｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝの対ｿ聖戦に専念、1991年にｱﾝｻｰﾙ運動に改名しｶｼｭﾐｰﾙへ 
･ﾀｰﾘﾊﾞｰﾝの庇護下でｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ内に1996/09 から訓練ｷｬﾝﾌﾟ運営[1998/08 の米巡航ﾐｻｲﾙ攻撃で訓練ｷｬﾝﾌﾟを爆撃

される] 
･1998/02にﾋﾞﾝﾗｰﾃﾞｨﾝの「世界ｲｽﾗｰﾑ戦線」に参加 
･2000/02、ﾌｧｽﾞﾙｰﾙ･ﾗﾌﾏﾝ･ﾊﾘｰﾘｰのHUMとﾏｽｰﾄﾞ･ｱｽﾞﾊﾙの JMに分裂、HUMはﾊﾟｼｭﾄｩｰﾝの運動に 
･2003に元々のｱﾝｻｰﾙ協会に改名 

ﾊﾟｷｽﾀﾝ･ｳﾗﾏｰ協会

(JUI) 
[ﾃﾞｰｵﾊﾞﾝﾄﾞ系宗教政

党] 
･2派閥に分裂 
-ﾌｧｽﾞﾙｰﾙ･ﾗﾌﾏﾝの

JUI-F 
-ｻﾐｳﾙ･ﾊｸの JUI-S 
･1998/02にﾋﾞﾝﾗｰﾃﾞｨﾝ

の「世界ｲｽﾗｰﾑ戦線」

に参加 

ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ軍(JM) 
[ｲｽﾗｰﾑ奉仕者に改名] 

･2000/02にHUMから分裂しﾏｽｰﾄﾞ･ｱｽﾞﾊﾙ(ﾊﾟﾝｼﾞｬｰﾌﾞ出身)が創設 
･ｱｽﾞﾊﾙは1994年にｶｼｭﾐｰﾙで逮捕され、1999/12のｲﾝﾄﾞ航空機ﾊｲｼﾞｬｯｸ事件で解放された3人の中の1人 
･ｱｽﾞﾊﾙの恩師はｶﾗﾁの神学校指導者ﾑﾌﾃｨ･ﾆｻﾞﾑｯﾃﾞｨﾝ･ｼｬﾑｻﾞｲ[ﾀｰﾘﾊﾞｰﾝの最高指導者ｳﾏﾙの精神的助言者] 
･ｶｼｭﾐｰﾙ解放と宗派抗争で初めて自爆攻撃を採用 
･2002/01に非合法化 
･2003/06にｶﾗﾁのﾓｽｸ主導権争いでｱｽﾞﾊﾙ派とｱﾌﾞﾄﾞｩｯﾗｰ･ｼｬｰ･ﾏｻﾞｰﾙ派に分裂 
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ﾊﾟｷｽﾀﾝ預言者教友軍

(SSP) 
[ｲｽﾗｰﾑ国民党に改名] 

･1985/09にﾊｯｸ･ﾅﾜｰｽﾞ･ｼﾞｬﾝｸﾞｳﾞｨｰ(JUIのﾊﾟﾝｼﾞｬｰﾌﾞ支部長)によりｼﾞｬﾝｸﾞに設立される 
･ｼｰｱ派を非ﾑｽﾘﾑと宣言し、ﾊﾟｷｽﾀﾝをｽﾝﾆｰ派国家と宣言することを目的[強い反ｼｰｱ派] 
･ｼﾞｬﾝｸﾞｳﾞｨｰは1990/12に暗殺され、歴代の指導者は次々と暗殺される 
･1998/08のｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ北部のﾏｻﾞｰﾘｼｬﾘｰﾌのﾀｰﾘﾊﾞｰﾝ占領時に、ｲﾗﾝ領事館の外交官等の殺害に関与 
･2002/01に非合法化 

 

ｼﾞｬﾝｸﾞｳﾞｨｰ軍(LJ) ･SSPが創設者ｼﾞｬﾝｸﾞｳﾞｨｰの志を忘れたとして、ﾘﾔｰｽﾞ･ﾊﾞｽﾗが1996/03(1994との説も)に設立 
･ﾊﾞｽﾗは、1990年代初めにｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝで軍事訓練をうける 
･ﾊﾞｽﾗは、指名手配後2001/10までﾀｰﾘﾊﾞｰﾝによりｶｰﾌﾞﾙで庇護され、その後の2002/05にﾊﾟｷｽﾀﾝでの銃撃戦で

死亡 
･2001年初めにﾊﾞｽﾗ派とｶｰﾘｰ･ｱｻﾄﾞｩｯﾗｰ派に分裂 
･2001/08に非合法化 
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表３－１ パキスタンのイスラーム過激主義集団の系譜（その２） 

注） Zahab[2004]と中野[2003b]の内容を中心に作成。 

 
 

関係宗教政治組織 過激派組織名            過  激  派  の  概  要 

ｱﾊﾚ･ﾊｰﾃﾞｨｽ協会(JAT) 

[ﾜｯﾊｰﾌﾞ系宗教政党] 

善行軍(LT) 

 

･1987年設立の布教･教示ｾﾝﾀ (ーMDI)の軍事部門として1990年に創設 

･MDIにはｱﾗﾌﾞ支援者、中東や欧州のﾊﾟｷｽﾀﾝ人から多額の支援[その中にはUBLも含まれるともされる] 

･布教と聖戦とは不可欠な要素として、ｶｼｭﾐｰﾙの解放闘争に専念 

･宗派抗争は聖戦かあらﾑｽﾘﾑの目をそらす陰謀とする 

･兵士の80%をﾊﾟﾝｼﾞｬｰﾌﾞから調達し、軍事訓練を施した後にｶｼｭﾐｰﾙに送り込む 

･1998/02にﾋﾞﾝﾗｰﾃﾞｨﾝの「世界ｲｽﾗｰﾑ戦線」に参加との指摘もある 

･2002/01に非合法化 

ﾊﾟｷｽﾀﾝ･ｼｰｱ派運動(TJP) 

[ﾊﾟｷｽﾀﾝ･ｲｽﾗｰﾑ運動に改名] 

･1979年に創設されたTNFJから1984年に分派 

･宗教を重視するﾓｰｻｳﾞｨｰ派はTNFJ、政治を重視するﾌｻｲﾝ派は1988年にTJPを名乗る 

･2002/01に非合法化 

ｼｰｱ派教義普及運動(TNFJ) 

[ｼｰｱ派の12 ｲﾏｰﾑ派] 

ﾊﾟｷｽﾀﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ軍(SMP) ･ｽﾝﾆｰ派のSSPへの有効な対応ができないとして、TJPから1993年に分派 

･1995年末に、ﾔｽﾞﾀﾞｰﾆｰ派とﾅｸｳﾞｨｰ派に分裂[ﾔｽﾞﾀﾞｰﾆｰは1996/09に暗殺される] 

･ｽﾝﾆｰ派抹殺で殉教できるとし、ｽﾝﾆｰ派の過激反ｼｰｱ組織LJと激しく対立 

･2001/08に非合法化 

解放党(HT) HT ﾊﾟｷｽﾀﾝ支部 ･ﾑｽﾘﾑ共同体の復興を目指し、国民国家を否定する国際主義的運動であるが、武装聖戦からは現時点で距離を置いている 

･公式の指導者はﾍﾞｲﾙｰﾄ在住のﾊﾟﾚｽﾁﾅ人ｾｲﾌ･ｱﾌﾞﾃﾞﾙ･ｶﾃﾞｨｰﾙ･ｻﾞﾙﾑ 

･ﾛﾝﾄﾞﾝ在住のｼﾘｱ人ｾｲﾌ･ｲﾏｰﾙ･ﾊﾞｸﾘｰのﾑﾊｼﾞﾙﾝ運動との関係が指摘されている 

･1980年代から英国、ｵﾗﾝﾀﾞおよびｽｳｪｰﾃﾞﾝといった西欧諸国に支部を設立し、1997年から中央ｱｼﾞｱを含むﾑｽﾘﾑ諸国に支部を設置 

･ﾊﾟｷｽﾀﾝのHT支部は1999年に設置され、責任者はｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ｶﾕｰﾑ 

･2003/11にﾊﾟｷｽﾀﾝで非合法化[2001/10以降、治安当局は事務所を封鎖] 

･英国、2005/07/07のﾛﾝﾄﾞﾝでの同時ﾃﾛ後の2005/08に、HTとﾑﾊｼﾞﾙﾝの2団体を非合法化 
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 (2)連係を強めるイスラーム過激主義集団  

 アフガニスタンでの米軍主導「不朽の自由作戦」同盟軍の掃討作戦で、タ

ーリバーンや同政権が庇護していたイスラーム過激主義集団は、パキスタン

側への移動を強いられた。それらは、アラブや中央アジア等のアルカーイダ

系外国人集団、パキスタンのスンニー派過激主義集団、そして、アフガニス

タンのターリバーンから主に構成されている。  

 ムシャッラフ大統領は、2002 年 1 月 12 日に、ムハンマド軍 (JM)、パキス

タン預言者教友軍 (SSP)、善行軍 (LT)、ムハンマドのシャーリア履行運動

(TNSM)およびパキスタン・シーア派運動 (TJP)を非合法化し、2001 年８月に

非合法化していたジャングヴィー軍 (LJ)とパキスタン・ムハンマド軍 (SMP)

を含めて、パキスタン内の主要過激主義集団を非合法化した。また、アルカ

ーイダ系外国人を主要目標にした断続的な捜索を展開した。しかし、その一

方で、非合法化した過激集団の活動家 2000 人程度を逮捕した後に釈放してお

り、その取締には積極的とはいえなかった。  

 それを裏付けるように、スンニー派とシーア派との宗派抗争を相変わらず

続いていった。パキスタン内務省は、2001 年の宗派抗争件数を 86 件、2002

年は 56 件、2003 年は 89 件で、155 人が死亡し、651 人が負傷としている (Dawn 

[2004])。その中には、2003 年 10 月 6 日にイスラーマーバードで暗殺された

SSP の総裁アザーム・ターリクが含まれている。ターリクは、SSP が非合法

化されたにもかかわらず、2002 年 10 月の総選挙に無所属で立候補して当選

していた。2004 年に入っても、宗派抗争は続いていった。2004 年 3 月 2 日に

は、バローチスターン州の州都クエッタで、シーア派に対する自爆攻撃で 40

人が死亡した。同年 5 月には、カラチで一連の宗派抗争が発生し、その中で

著名はデーオバンド系宗教主導者ニザームデッィン・シャムザイが暗殺され

た。シャムザイは、JM のマスード・アズハルの師匠であり、ターリバーンの

指導者オマルの精神的支柱であった。2001 年 1 月にカンダハールで行われた

ビンラーディンの長男の結婚式に出席し、2001 年 9 月の「同時多発テロ」後

には、米国に対する聖戦を呼び掛ける教令を出していた (Zahab [2004, 59-60])。 
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その上、欧米外国人や欧米施設を対象とした襲撃事件（表 3-2(1)）、さらに

は、パキスタン首脳を目標とした暗殺未遂事件（表 3-2(2)）が続いていった。

パキスタン内都市部に潜伏したアルカーイダ幹部の逮捕と殺害（表 3-2(3)）

やアフガニスタンとの「国境」沿いの連邦直轄部族地域 (FATA)内でのアルカ

ーイダ系武装勢力に対する掃討作戦が続く中で、過激勢力庇護するネットワ

ークの存在が浮かび上がっている。FATA 内で外国人に隠れ家を提供し、パ

キスタン正規軍を含む７万人ともされる治安部隊と対峙しているのは、アル

カーイダ /ターリバーンを支持するパシュトゥーンの地元部族民である。都市

部に潜んでいるアルカーイダ幹部は、モスクや神学校、そして、パキスタン

過激主義集団の活動家との個人的なネットワーク等を利用して点々と移動す

ると共に、パキスタン内での襲撃事件でパキスタンの過激組織と連係する動

きをみせている。  

 アルカーイダ支持者に対する摘発が強化されたのに対抗して、非合法化さ

れたパキスタン過激主義集団の活動家は、アルカーイダとの連係を強めると

共に、少人数の末端活動家が一時的に連合して襲撃事件を実施しているとの

指摘がある (Zahab [2004, 66-67])。これら活動家の共通点は、アフガニスタン

で軍事訓練を受けていた点である。このような集団は、ムスリム統一軍 (MUA)

や国際ムジャーヒディーン運動 (HUMA)といったような名称を使用しており、

特定の地域ではなく全世界を対象とする聖戦の実行を強く示唆しているのが

特徴である。これは、ウサマ・ビンラーディンの「世界イスラーム戦線」構

築戦略が、パキスタンで成功しつつあるのを意味しているとも考えられる。

言い換えれば、アフガニスタンからパキスタンに「世界イスラーム戦線」の

中心が移動したとも言える。  

振り返ってみると、2005 年 7 月 7 日の「ロンドン同時多発テロ」の自爆実

行犯 3 名は、パキスタン系英国人である。これらの実行犯については、自爆

事件前にパキスタンを訪問していたことが確認されており、パキスタン内の

イスラーム過激主義活動家との接触も指摘されている (Dawn [2005b])。  

 さらに、ムシャッラフ政権にとって深刻なのは、パキスタン軍内のイスラ
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ーム主義者の存在である。軍内イスラーム主義者と過激主義集団との連係が

指摘されている。パキスタン軍幹部は、2003 年 9 月に、3-4 人の将校が過激

派組織とのつながりで拘束されている点を確認した (Dawn [2003])。また、ム

シャッラフ大統領は、2003 年 12 月の同大統領連続暗殺未遂事件に関して、

2004 年 5 月下旬に、暗殺を教唆したのがアルカーイダの外国人であること、

そして、数名の陸軍と空軍の下級将校を同事件関与で逮捕していることを明

らかにした (Waseem [2004])。これを裏付けるように、大統領暗殺未遂事件の

黒幕とされるリビア人アルリビーの 2005 年 5 月 2 日での逮捕、そして、同暗

殺未遂事件へ連座していたとして、陸軍の４人と空軍の６人の下級将校の逮

捕が報道されている (Raman [2005]; Dawn [2005c])。  

 パキスタンのイスラーム過激集団は、 ISI の国内および地域政策のための

単なる「道具」から逸脱して自立の度合いを強め、国際的な連係を強めてい

る。さらに、ハック軍事政権のイスラーム化政策の遺産であるパキスタン軍

内のイスラーム主義者も、イスラーム過激主義集団との連係を深めている兆

候がある。パキスタンのイスラーム過激主義の動きは、新たな局面を迎えて

いるといえる。ムッシャラフ大統領は、2005 年 7 月 7 日の「ロンドン同時多

発テロ」後、神学校の登録や外国人神学生の退去といった対策を発表した。

このような措置は、2002 年 6 月の「2002 年宗教学校登録・規制令」（案）に

盛り込まれていたが、神学校側の強い反対で施行には至らなかったものであ

る (中野  [2003c])。その実効性には、疑問符が付いている。  

さらに、パキスタン当局によるアルカーイダ系過激勢力の完全な掃討は、

まだ実現に至っていないのが現実である。それを裏付けるように、パキスタ

ン治安関係者は、掃討の主要対象であるアルカーイダ系過激勢力について、

その 90%以上を逮捕したが、まだ数百名の活動家が潜んでいるとしている

(AFP [2005b])。そして、アルカーイダ系以外、すなわち、パキスタンの過激

派やターリバーンを主体とするアフガニスタン反政府勢力は、取締の主要対

象になっていない。このようなパキスタン内で連係を強め国際化しているイ

スラーム過激集団の存在、そして、それら集団のアフガニスタン内への越境
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攻撃は、アフガニスタンのパシュトゥーン地域での治安維持に暗い影を落と

している。そして、それがアフガニスタンとパキスタンとの関係改善にとっ

ての大きな足枷の一つとなってきている。  
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表 3-2(1) 外国人や外国系施設を目標とした襲撃事件  

 

2002/01/23 米国人記者ダニエル・パールの誘拐殺害  

2002/03/17 イスラーマーバードの外交官地区の教会襲撃（米人を含む５

人死亡）  

2002/05/08 カラチの仏人技師に対する自爆攻撃（仏人 11 人を含む 14 人

死亡）  

2002/06/14 カラチの米領事館前で自動車爆弾（12 人死亡）  

2002/08/05 マリーのキリスト教系学校襲撃（６人死亡）  

2002/08/09 タキシラのキリスト教系病院の教会襲撃（３人死亡）  

2002/12/05 カラチのマケドニア領事館襲撃（３人死亡）  

2004/01/15 カラチの教会駐車場で２回の爆発  

2004/03/15 カラチの米領事館への自動車爆弾攻撃が未然に阻止  

2004/04/10 カラチのゴルフクラブで爆弾事件（１人死亡）  

2004/05/16 カラチの米領事館近くで自動車爆弾（１人死亡）  

 

表 3-2(2) 政府要人を目標とした暗殺未遂事件  

 

2002/04/26 カラチでムシャッラフ大統領暗殺未遂事件  

2003/12/15 ラーワルピンディーの橋でムシャッラフ大統領暗殺未遂事

件  

2003/12/26 ラーワルピンディーでムシャッラフ大統領暗殺未遂事件  

（２台の自動車爆弾で 14 人が死亡）  

2004/06/10 カラチでカラチ軍団司令官暗殺未遂事件（11 人死亡）  

2004/07/30 アトックで財務相アジーズ暗殺未遂事件（７人死亡）  
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表 3-2(3) アルカーイダ幹部の逮捕又は殺害事件  

 

2002/03/28 ファイサラーバードでアブー・ズバイダー（パレスチナ人）

逮捕（アルカーイダ志願者の募集役でアルカーイダ再編を目

指していた）  

2002/09/11 カラチでラムジー・ベナルシブ（イエメン人）逮捕  

（同時多発テロ実行犯アタとハンブルグでアパート共有）  

2003/03/01 ラーワルピンディーでハリド・シェイフ・ムハンマド [KSM] 

（パキスタン人）逮捕（同時多発テロを企画計画）  

2004/07/25 パンジャーブ中央部でアフメド・ギーラーニー（タンザニア

人）逮捕（1998/08 のアフリカの米大使館同時爆破に関与）  

2004/09/26 スィンド州でアムジャド・フサイン・ファルーク（パキスタ

ン人）殺害（米人記者パール誘拐殺人とムシャッラフ暗殺未

遂で指名手配）  

2005/05/02 ペシャーワル郊外でアブー・ファラジ・アルビビー（リビア

人）逮捕（KMS 逮捕後にアルカーイダの No.３とされ、ムシ

ャッラフ暗殺未遂事件の黒幕として指名手配）  

2005/12/03 FATA 北ワジーリスターン管区でアブー・ハムザ・ラビア（エ

ジプト人）が死亡（アルカーイダの国際部門責任者ともされ

ている）  

2006/01/13 FATA バジャウル管区での米ミサイル攻撃でアルカーイダ幹

部４人程度死亡  
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４． アフガニスタンの楽観できない今後  

 

 (1)越境攻撃問題の健在化  

パキスタンの「ターリバーン化」は、ターリバーン政権時代に存在したタ

ーリバーン /イスラーム・ウラマー協会 (JUI)/パキスタン軍統合情報部 (ISI)の

連係と変わらない構図の維持とイスラーム過激派集団間の連携強化につなが

っている。それは、パキスタン側からの反政府勢力による越境攻撃問題を、

2005 年以降になって益々健在化させる結果になってきている。  

例えば、アフガニスタンのパシュトゥーン地域では、2005 年半ば以降、従

来の襲撃パターンばかりでなく、道路に仕掛けた遠隔操作爆弾による攻撃や

アフガニスタンでは過去僅かしか発生していなかった自爆攻撃が相次ぐよう

になった。特に、2005 年 10 月からは、自爆攻撃の件数が急速に増加してき

ていると共に（図 4-1）、市民の巻き添えも厭わない無差別攻撃の色彩が強ま

っている。  

2006 年 1 月 16 日には、パキスタンとの国境の町スピンボルダクで、レス

リング試合の見物人を狙った自爆攻撃が発生し、21 人の住民が死亡する惨事

となった。その約 10 日前の 1 月 5 日には、カンダハール州の北側のウルズガ

ーン州では、州知事公邸の近くでの自爆事件で、10 人の市民が死亡し、50

人程度が負傷した。この自爆事件当時、州知事公邸には訪問中の駐アフガニ

スタン米国大使が滞在していた。カルザイ大統領は、このような自爆攻撃の

頻発に対して、パキスタンを名指しこそしなかったが、「隣接国」が反政府勢

力を支援し、アフガニスタンへの内政干渉を続けていると非難した。また、

カルザイ大統領は、2006 年 2 月 15 日から 3 日間のパキスタン訪問の中で、

150 人余りのパキスタンに逃亡したターリバーン政権幹部の一覧を手渡して、

パキスタン政府による取締強化を促した。  

しかし、パキスタンによる今後の対応が実効性を伴うのかどうかには、疑

問符がつきまとっている。まず、連邦直轄部族地域 (FATA)のパシュトゥーン

地元民による激しい抵抗である。パキスタンは、建国史上初めて多数の正規
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軍を FATA 内に投入し、2004 年の約９カ月間にわたり、FATA の南ワジーリ

スターン管区で、アルカーイダ系勢力の大規模な掃討作戦を実施した。過激

派集団を支援する地元パシュトゥーンの抵抗で、パキスタン軍の 200 人が死

亡したとされている (Khan [2004])。現在、掃討の重点は北ワジーリスターン

管区に移っているが、ここでも過激派と地元民の抵抗が続いており、大規模

な掃討作戦の実施に至っていない。  

さらに、パキスタンの「ターリバーン化」を後押しする事態も立て続けに

生じている。その一つは、FATA のバジャウル管区の集落への米国による 2006

年 1 月 13 日のミサイル攻撃である。このアフガニスタン側からの逆越境攻撃

は、アルカーイダ幹部を狙ったものであるが、多数の地元の婦女子も犠牲に

なり、米国とムシャッラフ政権への反発が益々高まる結果になっている。も

う一つは、西欧でのイスラーム冒涜諷刺漫画を巡るムスリム諸国での激しい

反発である。パキスタンでは、MMA が主導する激しい抗議行動が全土で展

開されている。このような状況や総選挙が 1.5 年後に迫っているのを踏まえ

れば、パキスタン政府による FATA を中心とした越境攻撃への取締強化が継

続的にできるかどうか疑問である。
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図４－１ 2005 年４月以降の自爆攻撃発生件数（未遂も含む） 
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 (2)関係改善への遠い道  

さて、現在のアフガニスタンとパキスタンとの関係を考えてみると、二つ

の問題が絡み合った重層構造であるといえる。すなわち、パキスタンでの「タ

ーリバーン化」を背景とした越境攻撃問題と歴史的な「国境」（デュアランド・

ライン）を巡る問題から構成される重層構造とみることができる。それは、

たとえ越境攻撃問題が解決したとしても、歴史的な問題が解決する保証がな

いのを意味している。さらに、この越境攻撃問題の解決が長期化すればする

ほど、この両国間に存在する歴史的な問題が、再度大きく浮上してくる可能

性を持っている。  

アフガニスタンのパシュトゥーン民族主義勢力は、伝統的にデュアラン

ド・ラインを「国境」と認めていない。パキスタンの歴代政権は、そのよう

な民族主義勢力に対処するために、民族主義を否定しイスラーム共同体（ウ

ンマ）の団結を強調するアフガニスタンの特に最大構成民族であるパシュト

ゥーンを主体とするイスラーム主義勢力を支援してきていた。これは、カシ

ュミール問題でインドと前面で対峙するパキスタンにとって、背後のアフガ

ニスタンに親パキスタン政権を確保しようとする安全保障政策の一環である。 

2004 年 1 月にイスラーマーバードで開催された南アジア地域協力連合

(SAARC)首脳会議をきっかけに、パキスタンとインドとは緊張緩和の方向に

むかいつつある。両国関係は緊張緩和に向けて前進しつつあるのは事実であ

るが、それがカシュミール問題の近未来での解決を保証するものではない。

パキスタンにとって、カシュミール問題の有利な解決を目指す上でも、イン

ドに対する「戦略的奥行き」の必要性が増しているといえる。  

しかし、パキスタンは、アフガニスタンで深刻な現実に直面している。す

なわち、パシュトゥーンの伝統的な民族主義勢力ばかりでなく、非パシュト

ゥーンの多くの政治勢力が明確に反パキスタン（親インド）であるとの現実、

そして、インドがアフガニスタンで影響力を拡大しているとの現実に直面し

ている。パキスタンの地域戦略にとって、アフガニスタンでの影響力回復が

大きな課題となっているのは間違いない。パキスタンとしても、現状を座視
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しているわけにはいかず、今後を見据えた対応策を講じていたとしても不思

議でない。  

その兆候ともみられる動きが、2005 年 9 月のアフガニスタンでの議会選挙

を前にして見え隠れしている。すなわち、アフガニスタン、少なくとも、同

国の反パキスタン勢力が神経を尖らす出来事が生じている。それは、パキス

タンに亡命していたナジブッラー時代の国防相シャフナワーズ・タナイの帰

国と政党の結成である。タナイは、ナジブッラーが祖国和解政権の樹立を目

指している 1988 年に国防相になったアフガニスタン人民民主党 (PDPA)ハル

ク派に所属する将軍である。1990 年 3 月に反ナジブッラー反乱に失敗し、他

のハルク派とパキスタンに亡命していた。このクーデターは、パキスタンが

支援するイスラーム党ヘクマティヤール派 (HIH)との共闘でなされ、その裏に

はパキスタン軍統合情報部 (ISI)があるとされている (Rubin [1995: 151])。タナ

イと ISI との関係を示す他の事例は、1994 年 11 月のターリバーンが出現した

初期の時期にもある。タナイが影響力を持つパキスタン亡命中のアフガニス

タン軍関係者が、ターリバーンに支援の手を差し伸べた。このハルク派軍関

係者の支援で、ターリバーンによる砲撃の精度が格段に高まったとされてい

る。これも、ISI が裏でタナイを説得したとされている (Rashid [1998: 86-87])。

タナイの祖国への帰国とアフガニスタン平和運動党の設立も、額面通りに素

直に受け取るわけにはいかない。少なくとも、アフガニスタン国内の反パキ

スタン勢力は、疑惑の目でタナイの行動をみている。アフガニスタンとパキ

スタンとの関係改善については、アフガニスタンでの反政府勢力やインドの

動きばかりなく、このようなパキスタンの動きも横目に見ながら、今後の推

移を注意深く見守っていく必要がある。  

アフガニスタンは、ボン合意に従った政治プロセスの完了に伴って、国土

復興と国民統合に向けて新たな段階に入った。しかし、隣国パキスタンとの

関係は、容易に改善されそうな状況にない。そして、インドのアフガニスタ

ンでの存在が大きくなればなるほど、アフガニスタンとパキスタンとの関係

が緊張の度合いを増していく可能性が大きい。2005 年 12 月 19 日に、四半世
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紀以上開催されていなかった議会の開会式典が挙行され、欧米が声高に主張

する「民主化」の進捗といった明るい側面だけが強調される傾向がある。し

かし、カルザイ正式政権は、安定と不安定との間をまださまよっており、隘

路から脱出できていないのが現実である。そのような暗い側面もアフガニス

タンが合わせて持っている点を忘れてはならない。  

 

 

注  

1) 本文は、筆者（柴田和重）の放送大学修士論文『ターリバーン政権崩壊

後のアフガニスタン』（2005 年 12 月提出）の「４ 隣国パキスタンの苦悩 4.4 

パキスタンの『ターリバーン化』」を加筆修正したものである。  
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